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このたびは、テレビカメラをお買い上げいただき、まことにありがとう
ございました。

商品概要

本機は、ビデオ受像機に接続して使用するテレビカメラです。主な特長は以下の
とおりです。

¡フレームインターライン型(FIT)CCDの採用により、約1/100のスミア量を実
現しました。

¡38万画素　1/2型CCDの採用により、高解像度を実現しました。
¡低ノイズ回路設計により、最低照度0.04 lx(F1.4)を実現しました。大口径非球
面レンズ(F0.75)を使用すれば、0.02 lxでも撮影可能です。

¡監視エリア内で、侵入者などの動きを感知して、アラーム信号を発報するモー
ションディテクター機能を搭載しています。
注：モーションディテクター機能は多元コントロール監視システム接続時に有効です。

この機能は盗難、火災などを防止するための専用装置ではありません。万一発生

した事故や損害に対する責任は一切、負いかねます。

付属品をご確認ください

ALCコネクター..................................1
電源ケーブル(WV-BL730のみ) .....1

取扱説明書（本書）..........................１
保証書 .................................................１
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安全上のご注意
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ず
お守りいただくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の
表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告

警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性
が想定される」内容です。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただきたい「強制」
内容です。

必ずお守りください

工事は販売店に依頼する

工事には技術と経験が
必要です。火災、感電、
けが、器物損壊の原因
となります。

●必ず販売店に依頼してください。

異物を入れない

水や金属が内部にはい
ると、火災や感電の原
因となります。

●ただちに電源を切り、販売店に
ご連絡ください。

禁　止
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必ずお守りください

分解しない、改造しない

火災や感電の原因とな
ります。

●修理や点検は、販売店にご連絡
ください。

分解禁止

異常があるときは、
すぐ使用をやめる

煙が出る、臭いがする
など、そのまま使用す
ると火災の原因となり
ます。

●ただちに電源を切り、販売店に
ご連絡ください。
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電源プラグは根元まで差
し込む

差し込みが不完全です
と、感電や発熱による
火災の原因となりま
す。

●傷んだプラグ・ゆるんだコンセン
トは使用しないでください。

コンセントや配線器具の
定格を超える使い方や、
交流100V以外での使用は
しない

たこ足配線などで定格
を超えると、発熱によ
る火災の原因になりま
す。

ぬれた手で、電源プラグ
の抜き差しはしない

感電の原因となります。

●WV-BL730のみ

電源プラグのほこりなど
は定期的にとる

プラグなどにほこりがたま
ると、湿気などで絶縁不良
となり、火災の原因になり
ます。電源プラグを抜き、
乾いた布で拭いてください。

●長時間使用しないときは、電源
プラグを抜いてください。

電源コード・電源プラグを破損するようなことはしない

( )
傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無
理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、重い物
を載せたり、束ねたりしない

傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。

●コードやプラグの修理は、販売店にご相談ください。

禁　止

禁　止

ぬれ手禁止
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使用上のお願い
●カメラを太陽に向けないでください
カメラを使用している、いないにかかわらず、レンズを
太陽に向けないでください。

●強い光を撮らないでください
画面の一部分にスポット光のような強い光があると、ブ
ルーミング※1、スミア※2を生じることがあります。

●使用温度範囲を守ってください
使用温度範囲は、－10℃～＋50℃です。この範囲外で
の使用は、画質の低下や内部の部品に悪影響を与えます
ので避けてください。

●カメラの外観が汚れたときは
電源を切り乾いた布でふいてください。汚れが取れにく
いときは、薄めた台所用洗剤(中性)をやわらかい布に浸
み込ませ、よくしぼり軽くふいてください。
ベンジン、シンナーなどでふいたりしますと変質したり、
塗料がはげることがありますので避けてください。
化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってく
ださい。

●レンズの清掃は
レンズクリーニングペーパー(眼鏡やカメラの清掃に使
うもの)で行ってください。溶剤を使用する場合はアル
コール類を使用し、ガラスクリーナーやシンナー系のも
のは使用しないでください。

※1 ... ブルーミングとは、画面に映っている強い光の周

りがにじむ現象。

※2 ... スミアとは、画面に映っている強い光の上下に縦

縞が発生する現象。

スミア 

明るい被写体 ブルーミング 

シンナー 
殺虫剤 
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WV-CP650
1 / 2" FIT CCD

Hi-Z   G/L 75Ω

AC  24V
IN

DC  12V
IN

1

2

VIDEO OUT

POWER

ALARM OUT

GND
GND

GEN-LOCK

VIDEO OUT

POWER

ALARM OUT

GND

100V  ～AC 50/60Hz

GEN-LOCK

<WV-BL730>

<WV-BL734>

ALCレンズコネクター 

フォーカス調整リング 
レンズ(別売)

三脚取り付け座 

外部同期終端 
スイッチ 

機能設定用 
スイッチ 
　　9ページ参照 

電源表示灯 

映像出力端子 

外部同期入力 
コネクター 

アラーム出力端子 

電源表示灯 

映像出力端子 

外部同期入力 
コネクター 

アラーム出力端子 

電源コネクター 

AC/DC電源端子 
☞

　操作スイッチ 
　(スイッチパネルを左にスライドして開く)

1/2"  FIT  CCD

ロックする 
まで左にス 
ライドする 

各部の名前と働き

●別売専用レンズのご紹介　※品番は、1997年11月現在のものです。
品　　名 品　　番

1/2型CCDテレビカメラ用

自動絞りレンズ

WV-LA3

WV-LA4R5A , WV-LA6A

WV-LA12A

1/2型CCDテレビカメラ用

自動絞り高感度非球面レンズ

WV-LZ80/2

WV-LZ81/10

WV-LA4510 , WV-LA608

超広角

広角

標準

2倍バリフォーカル
自動絞りレンズ

自 動 絞 り
10倍電動ズームレンズ

広角

標準 WV-LA1208

WV-LZ81/6
自 動 絞 り
6倍電動ズームレンズ
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本機は多くの機能を備えており、撮影場所の条件に合わせて設定することができま
す。設定操作は、下記設定画面を表示してから行います。

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP DISABLE

↵
↵

↵

●設定画面について
設定画面上の各項目は、以下のことを表しています。また、設定項目の右側に
矢印があるもの(例えば、CAMERA ID OFF )は、詳細項目を設定する画
面があることを表しています。

qCAMERA ID : カメラタイトルの設定項目。(☞ 10ページ参照)
wALC/ELC : 光量制御方式の設定項目。(☞ 11ページ参照)
eSHUTTER : シャッターの状態を表示します。(☞ 14ページ参照)
rAGC : ゲインコントロールの設定項目。(☞ 14ページ参照)
tSENS UP : 電子感度アップの設定項目。(☞ 15ページ参照)
ySYNC : 同期方法の設定項目。(☞ 16ページ参照)
uMOTION DET : モーションディテクターの設定項目。(☞ 19ページ参照)
iLENS DRIVE : レンズ種類の設定項目。(☞ 22ページ参照)
oSET UP : 設定モード。「DISABLE」と表示されている場合は、設定

内容を変更できません。(☞ 9ページ参照)
!0END : 設定を終了し、通常の映像画面に戻ります。

↵

¡設定画面に入る前にオールリセットを行ってください。

設定メニューに入る前に必ず行って出荷時の設定に戻してください。

q設定画面が表示されていないことを確認してください。

w スイッチと スイッチを同時に押しながら スイッチを一定時間押してく

ださい。すべての項目が出荷時の状態にリセットされます。

リセット実行中は画面が乱れますが、リセット作業中であることを示す現象です。

［設定画面］

q

e
t

w

r
y

!0

u

o

i
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●設定を行うときの基本操作

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］

1. スイッチ!5を約2秒間押し続け、設定画面を表示します。

2.はじめに スイッチ!1または スイッチ!2を押してカーソル※3をEND!0

に合わせます。次に スイッチ!4を押し、SET UPの設定項目oにカーソ
ルを合わせます。

3. スイッチ!5を押し、項目を「ENABLE」に切り替えます。
これで設定が可能な状態になります。

4.各種機能の設定を行います。(☞ 10～22ページ参照)
qカーソルを設定したい項目に合わせるときは、 スイッチ!1また
は スイッチ!2を押します。

wカーソルを合わせた項目の設定内容を切り替えるときは、 スイッ
チ!3または スイッチ!4を押します。

5.設定画面から通常の映像画面に戻るときは、カーソルをEND!0に合わ
せ、 スイッチ!5を押します。

メモ

・本機では誤操作を防止するため、通常の映像画面から設定画面を表示すると、

設定モードは必ず「DISABLE」になります。

DISABLE : 設定不可能な状態

ENABLE : 設定可能な状態

・各種機能は出荷時の状態に戻すことができます。元の設定に戻したい項目にカー

ソルを合わせて スイッチと スイッチを同時に約1秒押し続けてください。

※3 ... 本機設定画面上のカーソルとは、項目が点滅表示している部分をいいます。

!0
o

!4右スイッチ!3

左スイッチ

!2

下スイッチ

!1上スイッチ

!5設定スイッチ

Hi-Z   G/L 75Ω
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■カメラタイトル(CAMERA ID)を設定する
カメラの設置場所などを表すタイトルを作成し、画面上に表示します。

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

0123456789
ABCDEFGHIJKLM
NOPQRSTUVWXYZ
().,"';:&#!?=
+-＊/%$    

SPACE　KANA
POSI RET END RESET

..................

［タイトル作成画面］［設定画面］

1. カーソルをCAMERA IDの設定項目qに合わせ、 または スイッチで
ON/OFFを切り替えます。(工場出荷時の設定は、OFFです。)
ON : カメラタイトルを表示します(☞ 手順2へすすむ)
OFF : 表示しません

2. カーソルをCAMERA IDの設定項目qに合わせたままの状態で スイッチを
押し、タイトル作成画面を表示します。

3. スイッチで表示したい文字にカーソルを合わせて スイッ
チを押し、タイトル(例 : 1F ドア)を作成します。(最大16文字)

q「1」にカーソルを合わせ、 スイッチを押します。
w「F」にカーソルを合わせ、 スイッチを押します。
e「SPACE」にカーソルを合わせ、 スイッチを押します。
r「KANA」にカーソルを合わせて スイッチを押し、カタカナ入力
画面を表示します。

t「ト」にカーソルを合わせ、 スイッチを押します。
y「゛」にカーソルを合わせ、 スイッチを押します。
u「ア」にカーソルを合わせ、 スイッチを押します。

4. 文字を変更するときは、カーソルを作成領域の矢印(↑)aに合わせ、 また
は スイッチで矢印aを変更する文字に合わせ再入力します。
文字を全部消去するときは、「RESET」にカーソルを合わせ、 スイッチを
押します。

5.「POSI」にカーソルを合わせて スイッチを押し、表示位置設定画面を呼
び出したら、 スイッチで画面に表示する位置を決めます。
位置が決まったら再度 スイッチを押します。

6. 設定画面に戻るときは「RET」、通常の映像画面に戻るときは「END」にカーソ
ルを合わせ、 スイッチを押します。

1F 

［表示位置設定画面］

q

a
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■光量制御方式(ALC/ELC)を設定する
使用するレンズに合わせて、カメラに入る光量の制御方式を設定します。

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］

1.カーソルをALC/ELCの設定項目wに合わせ、 または スイッチで
ALC/ELCを切り替えます。(工場出荷時の設定は、ALCです。)

ALC : 自動絞りレンズ(ALCレンズ)を使用する場合
ELC : 固定絞りレンズ、手動絞りレンズを使用する場合

2.逆光補正の設定を行う場合は、☞ 12～13ページをご覧ください。

メモ
・ELCに設定した場合、SHUTTER機能は使用不可(OFF)になります。

・光量制御方式の設定が「ELC」で固定絞りレンズの絞りを開放して使用すると、

自動絞りレンズ(ALCレンズ)を使用したときよりも焦点深度が浅くなり、遠く

の被写体に焦点が合わない場合があります。

・直流コントロール信号が必要な自動絞りレンズを使用しているときにELCに設

定すると絞りは最大に開き、焦点深度が浅くなり、遠くの被写体に焦点が合わ

ない場合があります。

・屋外のような照明の明るいところでは、自動絞りレンズ(ALCレンズ)をご使用

ください。

・照明の条件によって下記のような現象が見られるときは、自動絞りレンズ(ALC

レンズ)をご使用ください。

qスポットライトや窓からの光線など、強い照明を受けている被写体に強い

スミアやブルーミングが生じる場合。

w画面のちらつきや色の変化が生じる場合。

w
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1.カーソルをALC/ELCの設定項目wに合わせ、 または スイッチで
ALCまたはELCに切り替えます。(工場出荷時の設定は、ALCです。)

2.カーソルALC/ELCの設定項目wに合わせ、 スイッチを押します。ALC
またはELC設定画面が表示されます。

3.カーソルをPRESETの設定項目!6に合わせ、 または スイッチで
ON/OFFを切り替えます。(工場出荷時の設定は、ONです。)

ON : 自動で逆光補正を行います。
OFF : 補正個所を設定して逆光補正を行います。

OFFに設定するとALCまたはELC設定画面にMASK SETの項目
が表示されます。☞ 13ページ

4.映像出力レベルを調整します。
qカーソルをLEVEL!7の項目に移動します。
w または スイッチでIカーソルを左右に動かし、映像出力レベルを
調整します。

●逆光補正について
・被写体の背景にスポットライトのような明るい照明があると、カメラは明る
い部分に合わせて絞りを設定するため、被写体が暗くなります。

・この現象を解消するために、背景の明るい部分にマスクをかけ明るい部分を
検出しないように逆光補正を行うことができます。

・逆光補正にはカメラ側で光の状態を検出して自動的に補正を行うPRESET ON
モードと検出範囲を自分で設定するPRESET OFFモードがあります。

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］ ［ALC設定画面］

w

   ** ALC CONT **
  BACK LIGHT COMP  
PRESET        ON    

LEVEL        ...I.....
             -       +   

RET  END

［ELC設定画面］

   ** ELC CONT **
  BACK LIGHT COMP  
PRESET        ON    

LEVEL        ...I.....
             -       +   

RET  END

[逆光補正を行わない場合] ［逆光補正を行った場合］

夜間 日中 夜間 日中

●PRESETモードの設定

!6

!7 !7

!6
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［ALC設定画面］

   ** ALC CONT **
  BACK LIGHT COMP  
PRESET        OFF    

MASK SET

LEVEL        ...I.....
             -       +   

RET  END

↵

［ELC設定画面］

   ** ELC CONT **
  BACK LIGHT COMP  
PRESET        OFF    

MASK SET

LEVEL        ...I.....
             -       +   

RET  END
↵

［マスク設定画面］

●逆光補正検出範囲の設定
PRESET ONモードで希望する逆光補正効果を得られないときはPRESET
OFFモードにし、明るすぎる光源などに個別にマスクをかけて逆光補正を行っ
てください。

1.カーソルをPRESETの設定項目rに合わせ、 または スイッチでOFF
に切り替えます。

2.カーソルをMASK SET!8に合わせて スイッチを押し、マスク設定画面を
表示します。

3.背景の明るい部分の区画にマスクをかけます。
q画面上の点滅表示を、 または スイッチでマスクをかけたい区
画に合わせます。

w スイッチを押し、マスクをかけます。マスクをかけた区画は白く
なります。マスクがかかっている区画に点滅表示を合わせると、横縞
と白の交互表示になります。
マスクの設定を取り消したいときは、その区画に点滅表示を合わ
せ、 スイッチを押します。

e手順q～wの操作を繰り返しマスクを設定します。
rマスクの設定が完了したら、 スイッチを約2秒以上押し続け、ALC
またはELC設定設定画面に戻ります。

4.映像出力レベルを調整します。
qカーソルをLEVEL!7の項目に移動します。
w または スイッチでIカーソルを左右に動かし、映像出力レベルを調
整します。

!8
!6

!8
!6

!7 !7
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■シャッター(SHUTTER)機能を設定する

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］

e

1.カーソルをSHUTTERの設定項目eに合わせて または スイッチで 電
子シャッターのスピードを切り替えます。(工場出荷時の設定は、OFF
（1/60）です。)
注：ALC/ELCの設定項目wをELCに設定している場合、SHUTTER機能は使用できま

せん(OFF固定)。

OFF (1/60) 1/100

1/10000 1/4000 1/2000 1/1000

1/250 1/500

■ゲインコントロール(AGC)を設定する

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］

1.カーソルをAGCの設定項目rに合わせ、 または スイッチでON/OFF
を切り替えます。(工場出荷時の設定は、ONです。)
ON : 被写体の照度が暗くなると、自動的にゲインを上げ画面を明る

くします
OFF : ゲインを上げません(通常映像のまま)

r

・電子シャッターのスピード
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■電子感度アップ(SENS UP)を設定する

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］

1.カーソルをSENS UPの設定項目tに合わせ、 または スイッチで切り
替えます。(工場出荷時の設定は、OFFです。)
ALCモードでSHUTTER OFFのとき、カメラの感度を上げることができます。

注：

¡SENS UPをAUTO設定で使用する場合でSHUTTERを1/100で使用するときは、

はじめにSHUTTERを設定してからSENS UPを設定してください。

また、以下に示すコントローラーで、SENS UP AUTO,SHUTTER 1/100の設定は

できません。本機側面にある機能設定スイッチで設定してください。

・WV-CU300,WV-CU354

・WV-CU204,WV-CU254

¡SENS UPの倍率を上げると画面がざらついたり、傷が現れる場合がありますが

異常ではありません。

t

X2 AUTOOFF X4 AUTO X6 AUTO X10 AUTO

X16 AUTO X32 AUTO X2 FIX

X6 FIX X10 FIX X16 FIX X32 FIX

X4 FIXOFF

・電子感度アップ
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■同期方法(SYNC )を設定する

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］

1.カーソルをSYNCの設定項目yに合わせ、 または スイッチでINT（内
部同期）/LL（電源同期）を切り替えます。(工場出荷時の設定は、INTで
す。)
INT :内部同期信号で同期を合わせます。

後面の外部同期入力コネクターに入力した信号によって自動的
に同期モードが設定されます。
VS信号を入力した場合:EXT（VS）（VSゲンロックモード）

LL :外部同期入力コネクターから受けた同期信号で同期を合わせま
す。（電源同期モード）
注：電源同期モードは50 Hz地域では使用できません。

2. VSゲンロックモード、電源同期モードで使用する場合、電源同期位相、ゲ
ンロック水平位相などの設定ができます。（☞ 17～18ページをご覧くださ
い）

y

メモ

1.同期モードの優先順位は次のようになっています。

q 多重化垂直ドライブ信号（VD2）（最優先）

w 電源同期信号（LL）

e モノクロ複合映像信号または複合同期信号（VS）

r 内部同期信号（INT）（最下位）

2.“INT”（内部同期）に設定して使用するときは、後面の外部同期入力コネクター

に同期信号を入力しないでください。

¡このカメラでは外部同期入力コネクターへの外部同期入力信
号として、モノクロ複合映像信号または複合同期信号
（VS）を受けることができます。同期方法は入力した信号に
よって自動的に切り替えられます。

¡多重化ユニット（別売り品）などを使うと映像信号に多重化
された垂直ドライブ信号（VD2）を受けることができます。
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1.カーソルをSYNCの設定項目yに合わせ、 または スイッチでINTに切
り替えます。

2. VS信号を後面の外部同期入力コネクターに入力します。SYNCの設定項目
がEXT(VS)に自動的に切り替わります。

3.カーソルをEXT(VS)y-1に合わせて スイッチを押し、位相調整画面を表
示します。

4. H PHASE(水平位相)を調整します。
qカメラの映像出力信号と外部同期入力信号を二重オシロスコープに
接続します。

wカーソルをH PHASE!9の項目に移動します。Iカーソルが点滅を始
めます。

eオシロスコープを水平レートにセットし、オシロスコープの水平同
期部を拡大します。

r または スイッチでIカーソルを左右に動かし、水平位相を調
整します。0～－2.0 μsの範囲で調整できます。

5.設定画面に戻るときは「RET」、通常の映像画面に戻るときは「END」にカー
ソルを合わせ、 スイッチを押します。

●VSゲンロックモード(EXT(VS))の位相を調整する

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵
      ** SYNC **

H PHASE      ........I
             -       +

RET  END

［位相調整画面］［設定画面］

y

!9

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         EXT(VS)
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

↵

［設定画面］

y-1
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1.カーソルをSYNCの設定項目yに合わせ、 または スイッチでLLに切
り替えます。
注：この設定は60Hz地域で、後面の外部同期入力コネクターにVD2信号を入力していな

いときにだけ設定できます。50Hz地域で使用している場合、LLには切り替わりま
せん。

2. V PHASE(垂直位相)を調整します。
qカメラの映像出力信号と基準信号をオシロスコープに入力します。
wカーソルをCOARSE@0の項目に移動します。Iカーソルが点滅を始
めます。

eオシロスコープを垂直レートにセットし、オシロスコープの垂直同
期部を拡大します。

r または スイッチで、両方の垂直位相
を調整します。22.5 ず゚つ16段階で調整で
きます。

t スイッチでカーソルをFINE@1の項目に移
動し、微調整を行います。

y または スイッチでIカーソルを左右に
動かし、両方の垂直位相を調整します。Iカーソルは“＋”の位置ま
でくると“－”に飛びます。また、 または スイッチを1秒以
上押し続けるとカーソルの移動速度が速くなります。

3.設定画面に戻るときは「RET」、通常の映像画面に戻るときは「END」にカー
ソルを合わせ、 スイッチを押します。

●電源同期モード(LL)の位相を調整する(60Hz地域専用)

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         LL
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵
↵

      ** SYNC **

V PHASE

COARSE      1(1---16)

FINE         I........
             -       +

RET  END

［位相調整画面］［設定画面］

y

@0

@1

メモ
カメラなどを動かしたり、交
流ラインにスパイクノイズな
どがあると垂直位相が変化す
ることがあります。再調整し
てください。

1 (1 - - - 16): 0 ゜
2 (1 - - - 16): 22.5 ゜ 

16 (1 - - - 16): 337.5 ゜ 
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■モーションディテクター(MOTION DET)を設定する
動きを検出する条件を設定します。

1.カーソルをMOTION DETの設定項目uに合わせ、 または スイッチで
ON/OFFを切り替えます。(工場出荷時の設定は、OFFです。)
ON : モーションディテクター機能を働かせます
OFF : モーションディテクター機能を停止します

2.モーションディテクター機能を働かせる場合はレベルやデモモードで検出範
囲を確認できます。(☞ 20～21ページ参照)

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］

u

ご注意
・MOTION DETuをONにすると、映像信号のブランキング期間にアラームデータ
を出力します。このため、ブランキング期間を使用する機器(タイムコードを使
用するVTRなど)は誤動作します。したがって、ブランキング期間を使用する機
器と組み合わせて使用するときはMOTION DETuをOFFにしてください。

・蛍光灯下のフリッカのある被写体やELCモードでは誤動作する場合があります。
・風に揺れる木の葉やカーテンなどを検出するときはMASK SETで検出エリアか
ら除外してください。

・低輝度下のノイズが多い条件では誤動作する場合があります。このようなとき
は、感度(LEVEL)を下げてください。

・車のヘッドライトや照明のON/OFFなどにより、被写体の照度が急激に変化する
場合は誤って検出することがあります。

・カメラが動きを検出してからVTRなどのアラーム端子までアラーム信号を送る
のに約0.2秒の遅れがあります。

・この機能は盗難、火災などを防止するための専用装置ではありません。万一発
生した事故や損害に対する責任は一切、負いかねます。
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●モーションディテクター(MOTION DET)機能とは
モーションディテクターをONにすることによって1/48ブロックごとに画面
の動き(輝度変化)をとらえ他の機器にアラーム信号を出力できます。例えば、
動きを検出したときに、ビデオにアラーム信号送り録画を開始することが
できます。
¡検出条件
被写体の大きさ : 動く物体は画面の1/48以上の大きさが必要。
被写体のコントラスト : 背景画像と動く物体のコントラスト比が5%(最

大感度設定時)以上必要。
被写体の動く速さ : 画面の端から端までを物体が通過する時間が

0.1～0.8秒以上必要(コントラスト比5%の場
合)。これより速い物体は検出できません。

注：コントラスト比によって被写体の大きさや動く速さの制限は異なります(コ
ントラスト比(明暗の差)が大きいと緩和されます)。

¡デモモード
48分割した各ブロックの検出有無を画像で確認し、動きを感知する感
度を調整したりマスク範囲を確認できます。

メモ
・MOTION DET機能で動きを感知すると、本機後面のアラーム出力端子から
アラーム信号を出力します。アラーム出力端子にはアラーム入力端子を持つ外
部機を接続できます。

・アラーム出力はオープンコレクタ出力で、通常オープン、アラーム出力時0 V出
力です。また、端子の接点容量は次のとおりです。
直流電圧：16 V 以下
直流電流：100 mA 以下
必要に応じてリレーなどを使用して接続してください。
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   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵
  ** MOTION DETECT **

LEVEL         ...I.....
              -       +
DISPLAY MODE 
    ALARM     OFF
MASK SET

RET  END

↵

↵

［動き検出設定画面］［設定画面］ ［マスク設定画面］

u

@2

@3

@5
@4

●感知レベル、マスクの設定

1.カーソルをMOTION DETuに合わせ、 または スイッチでONにし動き
検出設定画面を表示します。

2.カーソルをMASK SET@5に合わせて スイッチを押し、マスク設定画面を
表示します。

3.検出したくない部分の区画にマスクをかけます。手順は逆光補正検出範囲の
設定と同じです。13ページの手順3をご覧ください。

4.マスク範囲設定後、 スイッチを2秒以上押し続けると動き検出設定画面
に戻ります。
デモモードでアラーム信号を出力するときは　☞ 手順5へすすむ
デモモードでアラーム信号を出力しないときは☞ 手順6へすすむ

5.動きを感知したときの動作をデモモードで確認したいときは、カーソルを
ALARM@4に合わせ、 または スイッチでONにします。
注：次に示すコントローラーを使用している場合、ALARM@4をONにしないでくだ

さい。ONにすると、デモモードでアラームを検出したとき、コントローラーの

仕様により設定画面を終了し通常画面に戻るためです。

¡対象コントローラー：WV-RM70,WV-CU550,WV-CU550A

6.カーソルをDISPLAY MODE@3に合わせて スイッチを押し、デモモードに
します。48分割のマスク範囲が点滅し、輝度の変化を検出します。

7.カーソルをLEVEL@5に合わせ、 または スイッチでIカーソルを左右に
動かし感知レベルを調整します。

手順2から8を繰り返して、最適のレベルに調整します。

8.設定画面に戻るときは「RET」、通常の映像画面に戻るときは「END」にカー
ソルを合わせ、 スイッチを押します。
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■レンズドライブ(LENS DRIVE)を設定する
カメラに取り付けるレンズの種類を設定します。

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］

i

1.カーソルをLENS DRIVEの設定項目iに合わせ、 または スイッチで
DC/VIDEOを切り替えます。(工場出荷時の設定は、DCです。)
DC : DC制御方式の自動絞りレンズ。
VIDEO: ビデオ信号方式の自動絞りレンズ。
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設置上のお願い
●湿気やほこりの多い場所に設置しないでください
内部の部品がいたみやすくなり、故障の原因となることがあります。

●落としたり、強い衝撃を与えないでください
故障の原因となることがあります。

●電波障害について
テレビやラジオの送信アンテナ、強い電界や磁界の近く(モータやトランスなど)
では、映像が曲がったりすることがあります。このような場合は、専用の薄電
線管を設けてカメラケーブルを通線してください。

●カメラケーブルは電灯線などに近づけて配線しないでください。
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設置のしかた
■設置例
カメラ取付台(別売り)を使用した設置例です。
カメラ取り付け用ねじ穴(1/4-20UNC)を使って、三脚取り付け座をカメラの上
部、下部に付け替えることにより、次のような取り付けができます。
三脚取り付け座の上下を付け替えるときは、外した取り付けねじを使用してく
ださい。

［壁面への取付例］ ［三脚取り付け座の付け替え］

メモ

・カメラの重量に十分耐えられる場所に取り付けてください。
・取付場所の材質により、取り付けかたが異なります。
木材の場合........................ 木ねじで固定。板厚は15 mm以上必要。
鋼材の場合........................ M4のボルトナットで固定。
コンクリート壁の場合...... ドライピットまたは松下電工製のAYプラ

グボルトで固定。

三脚取り付け座

取り付けねじ
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設置のしかた
■接続例
本機とビデオ受像機、タイムラプスVTRの接続例です。詳細なシステム接続例
は、ビデオ受像機の取扱説明書をご覧ください。

カメラ1

カメラ2

カメラ3

カメラ4

：RCAピンプラグ 

タイムラプスVTR

：BNCプラグ 
同軸ケーブル 映像出力 

映像出力 

映像出力 

映像出力 

カメラ入力へ 

映像入力 

映像入力 

映像出力 

映像出力 

ビデオ受像機 

切り替えタイミング 
出力 

切り替えタイミング 
入力へ 

入 

切 

電  源 

押 
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設置のしかた
■カメラの取り付けかた
取り付けは、各機器の電源を切った状態で行ってください。

1.レンズをゆっくり時計方向に回して取り付け、
レンズケーブルをカメラのALCコネクターに
接続します(☞ 28ページ参照)。

3.設置場所にカメラ取付台を固定し、カメラを取
り付けます。
カメラ取付台の固定ねじは、取付場所の材質に
合わせて調達してください。

2.コネクターの違うレンズを取り付けるときはレ
ンズコネクターを付属のALCコネクターに付
け替えてください。（☞ 28ページ参照）。

Hi-Z   G/L 75Ω
4.外部同期終端スイッチを設定します。
後面の外部同期入力コネクターに外部同期信号
を入力し、ループスルーするときはHi-Zに設定
します。終端するときは75Ωに設定します。
通常は75Ωに設定してください。

5.同軸ケーブル(BNCプラグ付き)を映像出力端子
に接続します。

OUTIN 75Ω

Hi-Z

VIDEO
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固定ねじ 

フォーカス調整リング 

AC  24V
IN

DC  12V
IN

1

2

VIDEO OUT

POWER

ALARM OUT

GND
GND

GEN-LOCK

VIDEO OUT

POWER

ALARM OUT

GND

100V～AC 50/60Hz

GEN-LOCK

<WV-BL730>

<WV-BL734>

AC 100 V 
50 / 60 Hz

AC 24 V 

DC 12 V 

または 

7.ビデオ受像機の画面を見ながら、フォーカス調
整リングを固定ねじをゆるめて回し、ピントを
合わせます。
調整後は、固定ねじを締め付けてください。
締付トルク : 0.05 N・m (0.5 kg・cm)

ピントの合わせかた

自動絞りレンズを使い数メートル以内の被写体を映す場合、レンズ自体の
焦点深度の関係で、絞りの状態により、初めに合わせたピントが若干狂い
ピンボケになることがあります。
このようなときは写真を撮る要領で、被写体をできるだけ暗くして絞りが
開いた状態でピントを合わせるとピンボケを防ぐことができます。

数ｍ以内 

6.電源ケーブルをカメラに接続します。
WV-BL730 :付属の電源プラグを後面の電源コ

ネクターとACコンセントに接続
します。

WV-BL734 :AC 24 V電源またはDC 12 V電
源を選択できます。

注：電源コードはカメラ本体に確実に取り付けてく

ださい。また、カメラを旋回したとき電源コー

ドに荷重がかからないように取り付けてくださ

い(荷重がかかると電源コードが外れ、映像が

映らなくなる原因となります)。
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設置のしかた
●マウント切り替えとフランジバック調整

¡C マウント、CS マウント切り替
え、または被写体に接近したい
場合や、焦点距離を少し変えた
い場合には、ドライバーでフラ
ンジバック調整リングの固定ね
じ２本をゆるめ、フランジバッ
ク調整リングを回して調整しま
す。調整後は、固定ねじを元ど
おりに締め付けます。

¡出荷状態では、CS マウントの標
準位置に設定されています。

ご注意
使用するマウントの調整範囲外に回す

と、CCD 固体撮像素子を破損すること

があります。

フランジバック
調整リング

CSマウント
レンズの調整範囲

固定ねじ

Cマウント
レンズの調整範囲

●ALCコネクターの取り付けかた
コネクタの違う自動絞りレンズのときは、付属の ALC コネクターと付け替え
てください。

レンズケーブル 切る レンズコネクター

約 8mmレンズケーブル

約 6mm

リブピン３

ピン1

ピン4

ピン2

コネクタカバー

レンズケーブル

コネクター

自動絞り
レンズ

1.レンズケーブルを切り離します。

2.レンズケーブルの切り口から約8 mmの所で外
皮を切り取り、芯線の被覆部を約6 mm残して
切り取ります。

3.芯線を付属のALCコネクターのピンに半田付
けして固定します。
１ピン……赤（電源）
２ピン……使用せず
３ピン……白（映像）
４ピン……黒（シールド）

4.コネクターにカバーを取り付けます。
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カメラの微調整のしかた
設置場所(使用環境)に合わせてカメラの映像信号を微調整したいときは、以下の操
作を行ってください。

1.カーソルをEND!0に合わせ、 スイッチと スイッチを同時に約2秒間
押し、特別メニュー画面を表示します。( スイッチを先に押します。)

2.カーソルをUP SIDE DOWNの設定項目@6に合わせて または スイッチ
でON/OFFを切り替えます。(工場出荷時の設定は、OFFです。)

ON : 上下を反転します
OFF : 反転しません

3.カーソルをAP GAINの設定項目@7に合わせ、 または スイッチで画質
を調整します。調整は、カラービデオモニタを見ながら行ってください。

＋方向 : シャープな画面になります
－方向 : ソフトな画面になります

4.カーソルをPEDESTALの設定項目@8に合わせ、 または スイッチで画
面の明るさを調整します。調整は、波形モニタかカラービデオモニタを見
ながら行ってください。

＋方向 : 明るい画面になります
－方向 : 暗い画面になります

5.出荷時の設定に戻すときは、カーソルをCAMERA RESET@9に合わせ
、 、 スイッチを同時に約2秒間押しつづけます。

6.設定画面に戻るときは「RET」、通常の映像画面に戻るときは「END」にカー
ソルを合わせ、 スイッチを押します。

   ** CAM SET UP **
CAMERA ID    OFF    
ALC/ELC      ALC    
SHUTTER      OFF
AGC          ON
SENS UP      OFF
SYNC         INT
MOTION DET   OFF    
LENS DRIVE   DC

 END    SET UP ENABLE

↵
↵

↵

［設定画面］
!0

    ** SPECIAL **

UP SIDE DOWN  OFF

AP GAIN       ....I....
PEDESTAL      .I.......

              -       +
CAMERA RESET   PUSH SW

RET  END

［特別メニュー画面］

@6

@7
@8

@9
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●テレビカメラ
電源　WV-BL730 AC 100 V 50 / 60 Hz 4.0 W

WV-BL734 AC 24 V 50 / 60 Hz 4.5 W または DC 12 V 390 mA
撮像素子 1/2型　フレームインターライン転送方式CCD
有効画素数 771 (H) × 492 (V)
走査面積 6.4 mm(H) × 4.8 mm(V)
走査方式 2:1インターレス
走査周波数 水平 : 15.734 kHz 垂直 : 59.94 Hz
同期方式 内部同期(INT),電源同期(LL),外部同期(VS),多重VD同期(VD2)
解像度 水平 : 570本以上(中心部) 垂直 : 350本以上(中心部)
最低照度 0.02 lx(F0.75)、0.04 lx (F1.4)
S/N 50 dB ※AGC OFF時
映像出力 VS 1.0 V[p-p] / 75 Ω, コンポジット信号, BNCコネクター
外部同期入力 VSコンポジット 1.0 V[p-p] / 75 Ω, BNCコネクター
アラーム出力 オープンコレクタ出力, 最大 DC 16 V 100 mA
レンズマウント C / CSマウント切り替え
ALC駆動 DC駆動 / Video Drive駆動切り替え
機能　カメラタイトル 最大16文字表示(アルファベット,カタカナ,数字,記号)

光量制御 ALC/ELC
電子シャッター OFF(1/60),1/100,1/250,1/500,1/1000,1/2000,1/4000,1/10000
AGC ON/OFF
電子感度アップ OFF,X2 AUTO,X4 AUTO,X6 AUTO,X10 AUTO X16AUTO,

X32 AUTO,X2 FIX,X4 FIX,X6 FIX,X10FIX, X16FIX,X32FIX
同期方法 INT(内部同期)、VD2,VS※ 自動切り替え、

LL※ (電源同期:60Hz地域専用) ※位相調整可能
モーションディテクター ON/OFF
レンズドライブ DC / VIDEO

使用温度範囲 －10℃ ～＋50℃
寸法 67(幅) × 65(高さ) × 123(奥行き) mm
質量　WV-BL730 約 410 n(電源コード含まず)

WV-BL734 約 400 n
仕上げ FITブラック (マンセル5.0PB/2.9/0.3近似色)

FITグレー (マンセル4.4G/4.0/0.1近似色)

仕様
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保証とアフターサービス(よくお読みください)

修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は・・・
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■保証書(別添付)
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店からお受
け取りください。よくお読みのあと、保存してください。

保証期間 : お買い上げ日から本体1年間

■修理を依頼されるとき
まず電源を切ってから、お買い上げの販売店へご連絡ください。
●保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理をさせていただきます。
●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で修理させていただ
きます。
ただし、テレビカメラの補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後７
年です。
注) 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

は、診断・故障箇所の修理及び部品交換・調整・修理完了時の点検な
どの作業にかかる費用です。

は、修理に使用した部品および補助材料代です。
は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。出張料

部品代

技術料
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